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猿沢池の環境整備について

現在、奈良公園では猿沢池周囲のシダレヤナギの植栽工事等の環境整備を進めてい

ます。今般、水漏れ、水面下の状態の確認、清掃など、池の点検のために猿沢池の水

抜きを実施します。これにともない、池の生物を一旦、奈良教育大学附属小学校のプ

ールへ移動させ、３月を目処に池に戻します。戻すにあたっては、以下（※）の状況

を踏まえ、ミシシッピアカミミガメ（以下、アカミミガメ）は神戸市立須磨海浜水族

園に引き取っていただきます。

今後は外来種の持ち込みをさせないよう周知していきます。

※アカミミガメは、全国的にも自然生態系の中での増加が問題となっています。

現在外来生物法で「特定外来種」に指定されていないものの、環境省でも輸入

禁止等、規制の検討が進められています。東京都では都立井の頭恩賜公園の池

で、除去活動が行われています。

今回の生物移動の作業には、奈良教育大学附属小学校、神戸市立須磨海浜水族園等

のご協力をいただきます。

水抜き作業中は危険ですので、池に降りないようにお願いいたします。

【スケジュール】

１．水抜き

平成２６年２月１０日（月）から実施中

２．池の点検

平成２６年２月１９日（水）

※あわせて１３：２０～１４：３０に奈良市立椿井小学校４年生の環境学習を

実施します。（椿井小学校は地元自治会とともに猿沢池の清掃活動を行ってい

ただいている小学校です。）



【猿沢池 生物の状況】

※平成８年データは紀伊半島野生動物研究会から提供いただいたものです。
【紀伊半島野生動物研究会】紀伊半島の野生動物の分布の実態を調べることをベースに野生動物の研究を進めている、奈良、和歌山、大阪、三重県にまたがるフィールドを持つ広域の研究会で、年１回の研究大会と総会、各種シンポジウム・フォーラムの開催、観察会の実施など研究グループを母体に取り組んでいます。事務局 奈良教育大学自然環境教育センター自然教育演習室 （同研究会ＨＰより一部抜粋）

実施年 平成8年（1996） 平成16年（2004）方法 全頭調査 踏査による目視観察、網による捕獲結果 【カメ類】クサガメ　　　　　　　３５８イシガメ　　　　　　　　５９ミシシッピアカミミガメ　７８スッポン　　　　　　　　１２その他　　　　　　　　　　３ クサガメ　　　　　　　　　　２７イシガメ　　　　　　　　　　　６ミシシッピアカミミガメ等　１９６【淡水魚類】コイ　　　　　　　　　　１３ナマズ　　　　　　　　　　８ブラックバス　　　　　　　２ウナギ　　　　　　　　　　２ギギ　　　　　　　　　　　２ソウギョ　　　　　　　　　１ハクレン　　　　　　　　　１タウナギ　　　　　　　　　１ワキン　　　　　　　　　　１


